春本番です。
このよき日に、磐田市長　草地博昭様、磐田市教育委員会学校教育課長　小沼裕樹様をはじめ、永島PTA会長様、高野副会長様、保護者の皆様の御臨席を賜り、令和４年度卒業証書授与式が挙行できますことを、厚く御礼申し上げます。
卒業証書を手にした２６名の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
今、皆さんが手にした卒業証書には、６年間の学びや思い出がたくさんつまっています。
岩田小の教育方針として、「志」と「進んで考動」を合言葉に、「史上最高の岩っ子」を目指してきた６年生。
私は、皆さんの「志」の高さを感じたことがたくさんあります。
まずはやはり日々の授業での成長です。
４月、最上級生になったばかりの自分たちのクラスを冷静に見つめ、「私たちには粘り強さが足りない」と分析し、「ほっと授業」という合言葉を考え出した６年生。その言葉どおり、授業中には、一人で真剣に考えを巡らせたり、グループやクラス全体で課題解決に向けて熱い議論をしたりする姿が幾度もみられました。　
同時に、クラスにはどこかホッとするような発言しやすい雰囲気も流れていました。
　
毎週皆さんが提出する英語ノートを私も毎回目を通しましたが、特に最近のノートは、単に手本の英語を書き写すだけでなく、
自分の言いたいことを英文にしてできるだけたくさんの英語表現を覚えようとする密度の濃いノートがとても多くなっていました。中学０年生としての自覚があったからこそ、まさに「進んで考動」する意欲みなぎる取組でした。
運動会での一輪車演技では、石野春旭さんの毛筆「（最高の）最」の文字を背にしたクラスTシャツを身にまとい、真剣な表情と充実感に満ち溢れた皆さんの姿が脳裏に焼き付いています。同時に、まだ十分な技術が身につかない１年生にやさしく寄り添いゴールへと導く姿には、これまで約150年にもわたり先輩たちから引き継がれてきた岩っ子のやさしさも感じました。
大樹祭では、「表現と即興的な力」をキーワードに、総合的な学習や修学旅行の体験などをクイズ形式で出題し、心に届く発表をしました。図工の展示作品も個性が感じられるものばかりでした。
担任が不在の時にも、自分たちで主体的に練習に取り組んだ結果が、運動会や大樹祭の大きな成果につながりました。
東京・鎌倉への修学旅行では、優しくそして大きくたたずむ鎌倉大仏を見上げながら、日本の歴史に思いをはせ、東京スカイツリーから見下ろす景色の中に、豆粒のような人や車を見つめると同時に、人間の手による日本のテクノロジーの高さにもあらためて驚かされたことでしょう。
日本の議会政治の伝統と格式に触れ、背筋が思わず伸びたように感じた国会議事堂、光と音に包まれた幻想的な水族館、友だちと楽しく語り合ったホテルでの生活など、さまざまな修学旅行があなたの心の中で光り輝いているはずです。
その中で、東京ドームに隣接するMLBカフェで夕食のステーキを食べたことも覚えていますね。そこでは、アメリカ大リーグの実況中継が流れ、大谷翔平選手の等身大のポスターもあり、まるでアメリカの野球場に来ているような雰囲気でした。
ご存じの通り、彼は「打つ・投げる」の二刀流として大リーグでも大活躍をし、昨年は伝説のベーブ・ルース以来104年ぶりの、二桁勝利・二桁本塁打を達成しました。
現在行われているWBCでも先発ピッチャーを務めたり、特大ホームラン放ったりして、日本の勝利に大きく貢献していますね。
彼は高校１年生の時、マンダラチャートといわれる目標達成シートを作成しました。それはこんなシートです。（紹介）このシートの真ん中に「自分が成し遂げたいこと」として、「ドラフト１位８球団」と記入しています。
そして、それを実現させるために、そのまわりに「コントロール」「（身体の）キレ」「体づくり」「メンタル」「160km/hのスピード」「変化球」「運」「人間性」という８つの要素を書き込みました。
さらに、それらの「要素」を身に付けるために、８つの具体的な行動目標を立てました。例えば「160km/hのスピード」を達成するための具体的な目標として「（筋肉による）体重増加・体幹を鍛える・ライナーキャッチボールをする」などと書かれています。
「運」や「人間性」を備えた人となるための要素としては、「ごみ拾い・挨拶・部屋の掃除・道具を大切に使う・審判さんへの態度・プラス思考・応援される人になる・本を読む」と書かれています。
目標を立てたらそれで終わりではなく、実現するための細かな行動目標に向かって努力を続けた結果が、今の世界で活躍する大谷選手の姿そのものなのです。
卒業生の皆さん、中学校でさまざまな人との出会いや経験をとおして、心身ともに一層大きく成長してください。失敗が成長への大きな力となります。大谷選手ですら、１０回打席に立っても７回近くは凡退していますし、そもそも「失敗」という言葉にはマイナスの意味はありません。なぜなら、一時的に「失敗」だと思えることも、さらに成長するための一つのステップとなるからです。
この先、「志」に向かって、「進んで考動」する皆さんには、大谷さんが書いたように必ず周りの人は応援してくれます。
最後になりましたが、保護者の皆様、本日はお子様のご卒業、誠におめでとうございます。
６年間にわたり、皆様にとってかけがえのないお子様をお預かりし、一人一人に全教職員で指導に取り組んでまいりました。
至らない面もあったかと存じますが、常に本校の教育に温かいご理解とご支援を賜りましたことに、教職員一同、心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。
卒業生の皆さん、これからは岩田小応援団として後輩たちの活躍に声援を送り続けてください。
以上、卒業生の限りない前途を祝福して、式辞といたします。　　　
　 令和５年３月１７日

磐田市立岩田小学校　
校長　井浪　秀一
大谷翔平選手（高校１年時）作成
マンダラチャート
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